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型枠構成材（せき板，縦端太，横端太，セパレ

ータ等）の割付けは，従来の経験値などを基に，

安全性，経済性の両面から検討していく必要があ

る。そのため最適な計画になるまで，計算を繰り

返す場合も生じる。しかし，何度も計算を繰り返

すのは大変であるから，なるべく手戻りのないよ

う初めから適切な数値で検討することが大切であ

る。そのため巻末に型枠支保工の間隔が簡単に求

められるグラフを掲載してある。下の図は，これ

らのグラフを用いて計画した例題の場合の割付け

例である。ここでは，この割付け例を用いて，計

算方法や考え方，グラフの使い方などについて説

明する。

合板および締付け金物の割付け

端太材（縦・横）の配置と緊結

2．型枠構成材の割付け

2 型枠・支保工　23

型枠に作用するコンクリートの最大側圧が決ま

り，型枠支保工の割付け案もできたので，これか

ら各部材の応力計算と断面検討を行うわけである

が，ポイント2―1の手順に従って行う。

A せき板の検討

せき板には，型枠用合板（厚さ12mm，900×

1,800mm）を繊維方向に使用する。

せき板は，縦端太によりおさえられているので，

せき板を検討するということは，縦端太間隔が設

定した間隔でよいかどうかを検討することである。

せき板は，等分布荷重が作用する単純梁（幅

b＝1cm，高さh＝1 . 2 cmの梁）として応力計算

を行う。スパンrは縦端太間隔で，例題では22 . 5

cm＊である。

＊合板の幅1,800mmを均等に分割でき，しかもグラフか

ら求められたせき板の許容スパンを満足する数値とし

て，22 . 5 cmに設定した。

許容曲げ応力度　f b＝1 . 37kN/cm2

ヤング係数　　　E＝550kN/cm2（厚さ12mm，

湿潤状態での値）

3．各部材の検討
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1＝ 1×1 . 829m×2×2 . 2m

＝428N/m2×3 . 658m×2 . 2m

≒3,444N → 3 . 44kN

2＝ 2×1 . 829m×2×2 . 85m

＝547N/m2×3 . 658m×2 . 85m

≒5,703N → 5 . 70kN

2）最上端壁つなぎの応力の計算

風圧力によるA点回りのモーメントのつり合

いから，支点反力 （壁つなぎの応力）を求める。

最上端の壁つなぎの応力が求まったので，壁つ

なぎの許容耐力と比較する。

＝4 . 41kN×1 . 3≒5 . 73kN

このままでは最上端の壁つなぎの耐力が不足す

るという結果になり，何らかの対策が必要となる。

対策としては，

①最上端から2段目までの壁つなぎを増す。

②足場突出部に控えを設ける。

③充実率の小さいメッシュシートに変更する。

④突出部分の長さを短くする。

などの方法が考えられますが，本書では，②の控

えを設ける方法について検討します。

↑
3割増し

↑
壁つなぎ間隔

↑
先端から最上端の壁つなぎまでの距離
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3 足場　93

C 最上端部分の壁つなぎの控え材による

検討

控え材として単管を使用し、図3―9に示すよ

うに，足場の脚柱上端と建物屋上に固定されたパ

イプにそれぞれ自在型クランプで取り付ける。控

え材は，壁つなぎと同じ2スパンごとに45°の角

度で設置する。

1）最上端部分の壁つなぎの検討

最上端の壁つなぎには，図3―9に示す網かけ

部分の風圧力が作用する。

壁つなぎの許容耐力と比較すると，

最上端の壁つなぎはOKということが確かめら

れたので，次は控え材の検討を行う。

2）控え材の検討

１本の控え材には、図3―10に示す網かけ部分

の面積の風圧力が作用する。

¡）控え材に生じる圧縮力の計算

（メモ）に示す式から，控え材に生じる圧縮力

を求めると，

単管：φ48 . 6×2 . 5，STK500

自在クランプの許容耐力：3 . 43kN図3―9 壁つなぎと控え材の配置図

図3―10 控え材の受圧面積
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1
2  の範囲

を負担するので，最上端の壁つなぎには，図 3－
9に示す網かけ部分の風圧力が作用する。

92

1＝ 1×1 . 829m×2×2 . 2m

＝428N/m2×3 . 658m×2 . 2m

≒3,444N → 3 . 44kN

2＝ 2×1 . 829m×2×2 . 85m

＝547N/m2×3 . 658m×2 . 85m

≒5,703N → 5 . 70kN

2）最上端壁つなぎの応力の計算

風圧力によるA点回りのモーメントのつり合

いから，支点反力 （壁つなぎの応力）を求める。

最上端の壁つなぎの応力が求まったので，壁つ

なぎの許容耐力と比較する。

＝4 . 41kN×1 . 3≒5 . 73kN

このままでは最上端の壁つなぎの耐力が不足す

るという結果になり，何らかの対策が必要となる。

対策としては，

①最上端から2段目までの壁つなぎを増す。

②足場突出部に控えを設ける。

③充実率の小さいメッシュシートに変更する。

④突出部分の長さを短くする。

などの方法が考えられますが，本書では，②の控

えを設ける方法について検討します。

↑
3割増し

↑
壁つなぎ間隔

↑
先端から最上端の壁つなぎまでの距離
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を負担するので，最上端の壁つなぎには，図 3－
9に示す網かけ部分の風圧力が作用する。
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1＝ 1×1 . 829m×2×2 . 2m

＝428N/m2×3 . 658m×2 . 2m

≒3,444N → 3 . 44kN

2＝ 2×1 . 829m×2×2 . 85m

＝547N/m2×3 . 658m×2 . 85m

≒5,703N → 5 . 70kN

2）最上端壁つなぎの応力の計算

風圧力によるA点回りのモーメントのつり合

いから，支点反力 （壁つなぎの応力）を求める。

最上端の壁つなぎの応力が求まったので，壁つ

なぎの許容耐力と比較する。

＝4 . 41kN×1 . 3≒5 . 73kN

このままでは最上端の壁つなぎの耐力が不足す

るという結果になり，何らかの対策が必要となる。

対策としては，

①最上端から2段目までの壁つなぎを増す。

②足場突出部に控えを設ける。

③充実率の小さいメッシュシートに変更する。

④突出部分の長さを短くする。

などの方法が考えられますが，本書では，②の控

えを設ける方法について検討します。

↑
3割増し

↑
壁つなぎ間隔

↑
先端から最上端の壁つなぎまでの距離
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2.4

1

+p2×1.829m×2×0.2m
+547 N/m2

×3.658m×0.2m
4,040 4.04

4.04 0.71

　98 ページ（メモ）に示す式から，控え材に生
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1
2  の範囲

を負担するので，最上端の壁つなぎには，図 3－
9に示す網かけ部分の風圧力が作用する。

（3.425m - 1.1m）

428 2.325


